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一小一中の強み＝WinWin をめざした小中一貫教育 

松浜中と荒浜小では、「かかわりあい ささえあい みとめあい」のできる子どもの育

成を育みの共通スローガンとして、児童生徒の健やかな成長に向け、様々な小中交流活動

を展開しています。９～11 月にかけて、以下の５つの交流を行いました。 
 

１ 小中合同学校保健委員会 9/19（金） 

 

 

 

２ 小中合同あいさつ運動 10/21（火）～10/24（金） 

 

 

 
 

３ 白波祭合唱コンクール 10/29（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ いじめ見逃しゼロ「絆スクール集会」 11/20（木） 

 

 

 

 

 

５ 小中接続「英語」合同授業 11/26（水） 

 

 

 
 
 こうした児童生徒同士の体験活動により、子どもたちの感情は大きく揺さぶられ、主体

性や思いやり、挑戦する力など、互いの力が高まっていることを実感しています。教師が

主導で教えても中々伝わらないことも、子どもたち同士の関わりの中で伝わることのほう

が多く、価値深いものだと考えます。また、保護者及び「浜っ子を育てる会」の地域の皆

さまからも多くの活動にご協力いただき、子どもたちを見守っていただいております。 

 今後も、子どもたちが互いに学び合い、成長し合える機会を大切にしていきます。 

校長 髙橋 明大  

各校の校門前や玄関前で、中学生と小学生が一緒にさわやか

なあいさつを交わしました。日増しに互いの声が大きくなり、あ

いさつで心を通わすことの大切さを共に実感できました。 

中学生の一生懸命な姿、本気（マジ）な姿を小学生に見てもら

い、感動を共有したいという思いから、初めて小学５,６年生を

招待しました。小学生が鑑賞するということが中学生のやる気

を後押し、大きな刺激になりました。また、小学生にとっても、

２日後に控えた創立 60 周年音楽発表会に向けて、取り組む意欲

が好転し、素晴らしい発表につながったと伺いました。小学生か

ら中学生に心温かい嬉しいメッセージも届きました。お互いに

とって WinWin となるとても貴重な大成功の交流でした。 

今年度は、小学５年生から中学３年生の縦割り班で活動を行

いました。生徒会本部役員を中心に、中学２,３年生が班のまと

め役を担い、「３い（いじめ,いたずら,いやがらせ）」の撲滅につ

いて、話し合いました。学年や男女の枠を超え、児童生徒が主体

的に活動するこの縦のつながりは、絆を深める大切な取組です。 

中学２年生と小学６年生が英語の授業で学んだ成果を発表し

合い、達成感を共有しました。小学生が中学の英語授業への関心

を高めたり、中学生に憧れを感じたりすることも目的です。 

中学１年生が荒浜小学校に出向き、ゲームやネット依存の危

険性など、メディアとの上手なかかわり方について、小学５,６

年生と一緒に学び合い、意見を出し合いました。 



コンパクトシティ政策を考える ～３年生社会科授業～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

優秀賞を受賞！ ～いきいきわくわく科学賞～ 

 

 

  

素敵な演奏で地域に貢献！ ～吹奏楽部～ 

 

 

 

 

 

 

 
  

【１２月の主な予定】 
 

日（曜） 行事や活動等 日（曜） 行事や活動等 

１日（月） 
吹奏楽部アンコン壮行演奏会 10 日（火） 学校預り金振替日 

フッ化物洗口（8 日,15 日,22 日） 
11 日（木） 

人権講演会（5,6 限） 

２日（火） 後期保護者面談（～5 日） ＰＴＡ広報部会 

４日（木） スクールカウンセラー来校日 12 日（金） １,２年生総合学力テスト 

５日（木） 
English Day（2～4 限） 16 日（火） ２年生放射線教室（5,6 限） 

２年生 立志の会 19 日（金） ２,３年生確認テスト 

７日（日） 新潟県アンサンブルコンテスト 23 日（火） 冬休み前全校集会 

８日（月） 
生徒朝会 24 日（水） 冬季休業開始 ～１/7（火） 

第 7 回 Happy Learning（5 限） 25 日（木） 生徒会交歓会 

９日（火） 専門委員会   
 
 

10月 12日の松波ハッピーハロウィーンまつり、

11 月 9 日の荒浜コミセンまつりに、吹奏楽部が出

演し、素敵な演奏を披露しました。会場に集まっ

た多くの皆さまから温かい拍手が送られ、地域の

方に喜んでいただくことができました。地域の皆

さま、生徒たちに活躍の機会を与えていただき、

ありがとうございました。 

11 月 18 日（火）に、新潟県中学校教育研究会の社会科発表授業を伊佐教諭が松浜中の

３年生で公開しました。柏崎市が策定した柏崎市立地適正化計画（コンパクトシティ政策）

を題材に、「柏崎市がこれからも住み続けられる町であるためには、どんなことが必要

か？」と学習課題を設定。人口減少・少子高齢化社会が進む中、コンパクトシティのメリ

ットやデメリットを整理し、問題を焦点化した上で「柏崎市が推進するコンパクトシティ

をより良い方向に進めるためには、どうしたらよいか？」を考え、議論しました。生徒た

ちは、コンパクトシティ政策の課題を解消し、多くの人にとって住みやすい町にするため

のアイディア（解決策）を提案書としてまとめ、柏崎のまちづくりに対して、将来自分に

できることは何かを考えました。 

【池田さんの提案書】 

１ 提案内容 店舗（コンビニやスーパーなど）と住居（マンション）

を一体化させた建物をシティ内に設置すること。 

２ 提案理由 校外からの人々が移住すると、新しく家や店を設置す

るために多くの土地が必要になることから、住居と店

舗を一体化させることで使う面積を減少させられると

考えたからです。 

３ 具体的な 

内容･課題 

大型のマンションなので、建築法の問題や建設費用も

大きいことが課題だと思います。 

 

 

 

 第 61 回新潟県児童生徒科学研究発表会「いきいきわくわく科学賞」に

応募した生徒の中から、１年生の小林さんが優秀賞を受賞しました。 

〇 研究テーマ ｢水を入れたコップで音楽を演奏する｣ 


